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１【臨時報告書の訂正報告書の提出理由】

　平成30年３月13日付で金融商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第19号

の規定に基づき、臨時報告書を提出いたしました。当該記載事項に変更が生じたため、金融商品取引法第24条の５第５

項に基づき、当該臨時報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】

２　報告内容

　（1）当該事象の損益に与える影響額

 

３【訂正内容】

訂正箇所は、下線を付して表示しております。

 

（訂正前）

（1）当該事象の損益に与える影響額

　当該事象により、平成30年12月期（平成30年１月１日～平成30年12月31日）において、受取額26億3,200万USドル

（約2,822 億円）から、ウィン・リゾーツ社株の投資有価証券上の取得原価（4億5,200万USドル（約484億円））を差

し引いた額から、弁護士費用等諸費用を控除した額、約2,287億円をその他営業収益に計上、また、米国法人税率を21%

として算出した約1,796億円が当期純利益に加算される見通しであります。

 

（訂正後）

（3）当該事象の損益に与える影響額

　当社及び当社子会社Aruze USA Inc.は平成30年３月８日（米国現地時間）に、ウィン・リゾーツ社との間で和解契約

を締結し、当該和解契約に基づき、ウィン・リゾーツ社の発行した長期受取手形の額面に係る入金額と、投資有価証券

として計上してきたウィン・リゾーツ社株式の取得原価との差額158,796百万円を、和解による株式償還差益として連

結損益計算書の特別利益に計上しております。

　また、当該和解契約に基づき、ウィン・リゾーツ社が発行した長期受取手形に対する受取利息として裁判所事務官の

信託口座に発行してきた６年分の利息小切手に、当社グループが主張する市場金利に基づいて算定した場合の利息のみ

との差額を加えた合計74,471百万円を、財務収益であるため受取利息として連結損益計算書の営業外収益に計上してお

ります。

　加えて関連する訴訟費用1,214百万円を、連結損益計算書の特別損失として計上しております。
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